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〔新製品（四輪）のご案内〕

新発売

CIVIC CVCC 1200 4 ドア

本田技研工業勝では、このたびOIVI01200、ンリーズ匠 4

ドア車を加え、 <CIVIC CVOO 1200 4トア＞ として新発

売いたします。

この 1200•4 ドア車の 4 タイプが加わること匠よって、ペイ

ジック・カーとしての機能と経済性を備えたCIVIC1200、ンリ

ーズ匠、よりファミリ ーな要素が加味されて充実。 1 5 0 0ジリーズ

と同様お好み匠あったクルマをお選びいただけるよう匠なりました。

civic 
evcc: 
1200 4doOr H i DX 

〔特徴の概要〕

日

格
売発

価

／
 昭和 51年 5 月 14日 ヽ

主要地区標準現金価格 （単位 ：千円）

スタンダード デラックス ハイ・デランクス G F 

東 界， 6 9 2 729 763 7 8 7 

名古屋 6 9 2 7 2 9 763 7 8 7 

大 阪 694 7 3 1 765 7 8 9 

生産計画

＼ 

オートマチック車は 5 6千円高

月産 4,000台

（国内のみ）

o CIVIC1200で実績ある 1,238cc63馬力の CVCC工ソ

ジンを搭載。もちろん 51年規制適合です。

o 1200ccクラス で 1番ゆとりのある広く フラ ットなフロ ア

ーの室内（室内長・ 1,7 2 0 m:m= 1 5 0 0 • 4ドア車と同寸法）で

す。

0 運転がしやすく、混合交通匠も適した CIVICのキビキビ し`

た走行性と安全性を備え、維持費も安いベイシックな 4ドア ・

ファミリー ・セダン です。

// 
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CIVIC 1200 4 ドア GF 主要諸元

① FF機構と余裕のある動力性能。

② ワイド・トレッド、ロソグ・ホィール・ベースで、オー

バー・ハングの少ないコンパクトなボディ。

③ CIVICl 500なみのサ ーボ付フロント・ディスク・ブ

レーキ。

④ ストラット方式 4輪独立懸架。

⑤ ラック・アンド・ビニオン・ステアリングで切れ味の良

"‘ハンドル

⑥ 床下配置の 40.£燃料クンク。

⑦ 良い燃費・ 22 Km/,£ (6 OKm/h定地走行テスト値）

1 1国',t(1 0モード走行、運輸省審査値）

いずれも 4速ギアミッション仕様

全長(m)

全幅(m)

全高 (m)

軸距(m)

輪距（ m) 前／後

最低地上高 (m)

車両重量 (K,;)

乗車定員（人）

客室内寸法 (m) 長さ

幅

高さ

エンジン

総排気鵞（ CC)

内径x行程（u)

圧縮比

最商出力 (PS/rpm)

最大トルク (K,rm/rpm)

登坂能力(tan8)

燃料消費率（畑／L）6ば迅令定地走行テスト値

燃料クンク容量(.t)

クラッチ形式

変速機操作方式

変速比 1速

2速

3速

4速

後退

最終減速比

かじ取歯車形式

最小回転半径 (m) 

懸架および車軸形式（前後とも）

プレーキ形式 前

後

クイヤサイズ（前後とも）

3. 6 4 〔゚3.5 0 0) 

l. 5 0 5 

l 3 2 5 

2 2 8 0 

l. 3 0 0 / 1 2 8 0 

0. l 7 0 

725(735) 〔7I 5) 

5 

l. 7 2 0 

l. 2 5 5 

l. 1 1 5 

cvcc水冷直列4気筒横置OHC
l. 2 3 8 

7 2.0 X 7 6. 0 

7 9 

6 3 / 5. 5 0 0 

9. 5 / 3, 5 0 0 

o. 4 6 
22(195) 

4 0 

乾式単板ダイヤフラム

（トルクコンバー・ク3要素 1段 2相式）

フロア・チェンジ式

3. O O O (L : l. 7 6 1) 

1.789(*: 1.034) 

l. I 8 l 

o. 8 4 6 
2. 9 l 6 ( 

4. 7 3 3 ( 

`~‘,' 
5

7

 

4

1

 

o

l

 

2

4

 
ラック・ピニオン式
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マクファ ソン ・ストラット式独立懸架

油圧真空倍力装置付ディスク

油圧真空倍力装置付リーディング・トレーリzグ
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53年度規制適合車排出ガスレベル及び燃料消費率一覧表 自動車製作者 本田技研工業株式会社

自動車排出ガス レベル
10 モード 備 考等価慣性重量

車 名 型 式 原動機 主要排出ガス

¥ 10モード (9/km) 11モード(g/TEST) 燃料消費率 メーカーの届出に
（通称名） 型 式 対策 内容

（審査値） （よる 燃料消費率） 総排気量
NOx HC co NOx HC co 

7 5 0 kg 規制平均値 0.2 5 0.2 5 2.1 0 4.4 0 7.0 0 6 0. 0 
副室付成層

10モード走行

給気燃焼方式
(10. 0~13 . 5~り

完成検査
0.1 9 2.0 2 3.8 3 6.2 6 5 1.2 1,3 3 5cc 0.2 3 

目標平均値

ホンダE-s k 規制平均値 0.2 5 0.2 5 2.1 0 4.4 0 7.0 0 6 0.0 1 30 km/L 
EJ 8 7 5 kg （ホンダジビック）

彗、
完成検査

0. 1 9 2.0 3 4.1 2 6.3 3 5 3.3 副室付成層 0.2 3 
目標平均値

60kmパ1 走 行
給気燃焼方式

(19．0-24.0~ん）

1, 8 8 5 C.C 

審 査 値 0.1 6 0. 1 2 1.7 5 2. 2 0 2.8 4 2 2.5 

規制平均値 0.2 5 0.2 5 2.1 0 4.4 0 7.0 0 6 0.0 
10モード走行

8 7 5 kg 
(10. 0~12.0~／り

ホンダ E-SP 副室付成層
完成検査

1 2.5km/L EJ 
目標平均値 0.2 3 0.1 9 2.0 3 4.1 2 6.3 3 5 3.3 

（ホンダシビック ）
給気燃焼方式

60km/h 走 ／付一
知］ 1, 3 3 5 C.C 

0.2 1 0. 1 3 1. 7 0 3.3 9 3.1 6 2 2.5 (19. 0~23.0~／い審 査 値



自動車排出ガス対策の概要及び概略図

名

式
車

型 ホンダ E-s k ホンダ E -s p 

1. エンジン改良

(1) C V C C ェンジンの採用

自 ‘ンリンダヘッドの燃焼室は主燃焼室と副燃焼室からなり、希薄化された混合気を効率

動 良く燃焼させるため副燃焼室匠隔壁を設けている。

車

の

排

出

ガ

また、気化器は主燃焼室用と副燃焼室用の 2系統のベンチュリを持ち、主燃焼室用匠

は 3重ベンチュリを採用し燃料の微粒化を図ると共に、主燃焼室匠は薄い混合気を副燃

焼室には濃い混合気を与え、 トー タルでは希薄な空燃比で成層燃焼をさせることによっ

て排出ガスレベルの低減を行っている。

ス

対

策

の

概

要

(2) 混合気の温水加熱

吸気マニホールドは温水忙より混合気を加熱する方式を採用し、燃料の霧化を促進さ

せて常忙良質の混合気を供給している。

(3) その他

(1) (2)の改良匠対して、点火系の最適化を図っている。

2. その他

燃料蒸発ガス抑止装置等を採用している 。



自動車排出ガス対策の概略図
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